
核燃料輸送物設計変更承認申請書の一部補正について

原子力規制委員会殿

令和4年10月Ⅱ日付熊原第22-006号を持って申請しました核燃料輸送物設計変更承

認申請書について、下記の通り一部補正を致します。

住所 神奈川県横浜市鶴見区鶴見中央四丁目33番5号

氏名原子燃料工業株式会社

代表取締役社長伊藤義章

熊原第22-028号

令和4年11月16日



核燃料輸送物設計変更承認申請書を次の通り変更する。

1 核燃料輸送物の名称

TNF X1型

2 既に交付された核燃料輸送物設計承認番号

J尼04別AF

3.変更内容

・令和4年4月15日付原規規発詑04152号により承認を受けた核燃料輸送物設計承認

申請書(以下「既承認申請書」という。)の記載事項について別記の通り変更する。

・既承認申請書について、以下の変更を行う。

収納物にスラッジ収納缶を使用し金属ウランスラッジを収納するケース(以下、

「ケース4」という。)を追加する。収納物の追加に伴い、(ロ)章D 「遮蔽解

析」及び(ロ)章E 「臨界解析」にケース 4 に対する評価を追加する。また、

(ロ)章F「核燃料輸送物の経年変化の考慮」についても、一部評価を見直す。

収納物の使用予定期間を変更する。それに伴い、(ロ)章F「核燃料輸送物の経

年変化の考慮」についても、一部評価を見直す。

・その他記載の見直しを行う。

別紙

1 輸送容器の設計及び核燃料物質等を当該輸送容器に収納した場合の核燃料輸送物の安

全性に関する説明書

2 輸送容器に係る品質管理の方法等(設計に係るものに限る。)に関する説明書

[添付]

補正内容一

4.変更理由

・収納物を追加するため。

・繰り返し使用する収納物について、当社の事業環境から変更後の使用予定期間での使用

が必要であると判断したため。

・記載を適正化するため。



1.核燃料輸送物の名称

TNF-×1型

2 輸送容器の外形寸法、重量及び主要材料

(D 輸送容器の外形寸法

長さ:約1.10m

幅:約1.10m

高さ:約1.04m

(2)輸送容器の重量

660k目以下

(3)核燃料輸送物の総重

1,050k宮以下

(4)輸送容器の主要材料

表1の通り

(5)輸送容器の概略を示す図

図1の通り

詳細形状は、本核燃料輸送物の核燃料輸送物設計変更承認申請書(令和4年10月

日付熊原第22・006 号(令和4年11月16日付熊原第22・028 号をもって一部補正)

に係る別紙1の(イ)一第 1図から(イ)一第玲図までに示されている。

3 核燃料輸送物の種類

A型核分裂性輸送物

別記

4 収納する核燃料物質等の種類、性状、重量及び放射能の量

表2~14の通り

5 輸送制限個数

(1)輸送制限個数

(2)配列方法

100個(ケース1、粉末収納缶を使用しウラン酸化物を収納)

制限なし(ケース2、長尺粉末収納缶を使用しウラン酸化物を収納)

制限なし(ケース3、粉末収納缶を使用しウラン残漬を収納)

1個(ケース4、スラッジ収納缶を使用し金属ウランスラッジを収

納)

任意



(3)臨界安全指数

6 運搬中に予想される周囲の温度の範囲

-40てから 38゜Cまで

0.5 (ケース1、粉末収納缶を使用しウラン酸化物を収納)

0 (ケース2、長尺粉末収納缶を使用しウラン酸化物を収納)

0 (ケース3、粉末収納缶を使用しウラン残漬を収納)

50 (ケース4、スラッジ収納缶を使用し金属ウランスラッジ

を収納)

フ.収納物の臨界防止のための核燃料輸送物の構造に関tる事項

収納物の臨界防止のため、核燃料物質が収納される内容器がステンレス鋼の連結パ

イプで強固に固定され、所定の間隔が保たれるようになっている。また、内容器の側面、

底面及び外蓋に中性子吸収材が配置されている。

8 臨界安全評価における浸水の領域に関する事項

臨界安全評価において内容器内を含む輸送物全体1

る。

9 収納物の密封性に関する事項

本輸送容器の密封境界である内容器は、内容器本体、内蓋及びガスケットで構成され、

ガスケットにはEPDM (エチレン・プロピレンゴム)が用いられている。

10.BM型輸送物にあっては、BU型輸送物の設計基準のうち適合しない基準にっいての

説明

該当しない。

11.輸送容器の保守及び核燃料輸送物の取扱いに関する事項

輸送容器の保守及び定期自主検査並びに核燃料輸送物の取扱いについては、本核燃

料輸送物設計承認申請書(令和4年10月Ⅱ日付熊原第22・006号(令和4年Ⅱ月16

日付熊原第22・028号をもって一部補正))に係る別紙のとおり。

水するものとして評価してい

輸送容器に係る品質管理の方法等(設計に係るものに限る。)に関する事項

輸送容器に係る品質管理の方法等(設計に係るものに限る。)については、本核燃料

輸送物設計承認申請書(令和4年10月11日付熊原第記・006号(令和 4年11月16

日付熊原第22-028号をもって一部補正))に係る別紙のとおり。



その他特記事項

本輸送容器は、最も古いもので製造してから現在までに20年が経過している輸送容

器であり、今後20年の使用を予定しているため、使用予定年数を40年としている。

別紙

1 輸送容器の設計及び核燃料物質等を当該輸送容器に収納した場合の核燃料輸送物の安

全性に関する説明書

2 輸送容器に係る品質管理の方法等(設計に係るものに限る。)に関する説明書
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容器部

外容器

内容器

耐熱衝撃緩衝材

中性子吸収材

外蓋外殻

外蓋補強材

内蓋

ガスケット

表1 輸送容器の主要材料

ステンレス鋼

ステンレス鋼

フェノリックフオーム

ボロン入りレジン、ボロン入りステンレス鋼

ステンレス鋼

アルミニウム合金

ステンレス鋼

エチレン・プロピ

材 質



種類

性状

重量

放射能の量

表2 収納する核燃料物質等の種類、性状、重量及び放射能の量(ケースD

ウラン酸化物(U02, U308又はU03)及び添加物(表3)

固体(粉末、焼結体又はスクラップ)

表4の通り

総量 4.012× 1010B 以下

1.440× 108 B 以下23211

2.895×1010B 以下2341〕'

235U 2.004×109 Bq 以下

1.499×108 B 以下236U

2認U 8.873× 109 B 以下

1.571× 106 Bq以下9gTC

5.0%以下

該当しない

0.03W以下

該当しない

2321"]'

2341,1

236U

99TC

ただし、 236Uく125

濃縮度

燃焼度

発熱量

冷却日数

最大添加量

濃縮ウラン中の

不純物仕様

添加物

ステアリン酸マグネシウム

ステアリン酸亜鉛

エチレンビスステアリン酸

アミド

ガドリニア

エノレビア

アゾジカルボンアミド

亘0.0001 μ宮/宮U

茎 10× 103 μ宮/g235U

莟250 μ曾信U

工0,01 μ冨/宮U

/ Uの場合は、2噐U及び舗TCは適用外

C

D

μ

表3 添加物(ケース D

化学式

M客(C17H飾CO0)2

(CH3(CH2)16CO0)2Zn

C17亘35CONHCH2CH2NHCOC17H闘

Gd203

Er203

C2H4N402

主
要
な
核
種

ー
ー

ー
ー

A
B

E
F



表4

(ポリェチレン製袋、

濃縮度

4.45%以下
4.55%以下
4.65%以下
4.75%以下
4.85%以下
5.0000以下

内容器の収納制限(ケース 1)

添加物A、 B、 Cの合計重量が390#以下)

装荷制限条件住宮)

焼結体

63.50

63.50

63.50

63,50

62.50

58.75

粉末

71.00

71.00

71,00

71.00

71.00

71.00

(ポリエチレン製袋、添加物A、 B、 Cの合計重量が 390三を超えて 1620E以下)

装荷制限条件(k牙)
濃縮度

粉末 焼結体 スクラップ

4.45%以下 71.00 71.0063.50

4.55%以下 71,00 63.50 67.50

4.65%以下 71.00 63.50 6525

4.75%以下 71.00 61.75 61.75

4.85%以下 71.00 5925 5925

5.00%以下 71.00 55.7555.75

*装荷制限条件には、ウラン酸化物と添加物(A~F)の合計重量を記載している。

*輸送容器には、 4個の内容器があるため最大重量は、それぞれ4倍した値となる。

*各内容器に最大4.ok牙のブロッキングシステムを収納する。

*焼結体を収納する場合は、各内容器に最大7.5k牙ステンレス鋼製の波板等を収納

する。

*輸送容器には、収納する核燃料物質等の有無に関係なく、各内容器に3個(輸送容

器1基で計12個)の粉末収納缶が収納される。

*粉末収納缶には、表5に記載する仕様のボロン入りステンレス鋼製りングが粉末収

納缶内側に接着固定される。

*ウラン酸化物を収納した粉末収納缶(ケース 1)、ウラン酸化物を収納した長尺粉

末収納缶(ケース2)、ウラン残漬を収納した粉末収納缶(ケース 3)及び金属ウランス

ラッジを収納したスラッジ収納缶(ケース4)は同一輸送容器内に混載しない。

スクラップ

71.00

71.00

68.75

65.00

62.50

58.75

外径

板厚

材料

表5 ボロン入りステンレス鋼製りング仕様

C:ニニコnm 高さ

重量nl

Cr

ポロン入りステンレス鋼化学成分

[ニニニニコnm
「ーーーー巨k

M
B



表6 収納tる核燃料物質等の種類、性状、重量及ぴ放射能の量(ケース2)

種類

性状

重量

放射能の

ウラン酸化物田02, U308又はU03)及ぴ添加物(表7)

固体(粉末、焼結体又はスクラップ)

表8の通り

総量 1.413×109 B 以下

5.070×106 B 以下2321_]'

234U 1.019× 109 B 以下

235U フ.057× 108Bq以下

5.27フ× 106B 以下236U

238U 3.124× 108 B 以下

2.765× 105 Bq 以下9Wrc

5.0%以下

該当しない

0.00IW 以下

該当しない

232τ.1

2341.〕'

236U

99TC

濃縮度

燃焼度

発熱量

冷却日数

最大添加量

濃縮ウラン中の
不純物仕様

添加物

ステアリン酸マグネシウム

ステアリン酸亜鉛

エチレンビスステアリン酸

アミド

ガドリニア

エノレビア

アゾジカルボンアミド

'0.0001 μ g/曾U

'10×103 μ創宮2飾U

莟250 μ客信U

室0.05 μ宮信U

C

表7 添加物(ケース 2)

化学式

Mg(C17H闘CO0)2

(CH3(CH2)16CO0)2Zn

C17H35CONHCH2CH2NHCOC17H闘

Gd203

Er203

C2H4N402

主
要
な
核
種

A
B

D
 
E
 
F



ウラン酸化物量

(濃縮度5%以下)

10.00

表8 内容器の収納制限(ケース2)

装荷制限条件(k宮)

添加物、緩衝材合計 袋、瓶合計

*収納物を装荷する内容器は1つのみであり、その中に1個の長尺粉末収納缶を

装荷する。

*装荷制限条件は粉末、焼結体、スクラップ全て同じものである。

*ウラン酸化物を収納した粉末収納缶(ケース D、ウラン酸化物を収納した長尺粉

末収納缶(ケース2)、ウラン残澄を収納した粉末収納缶(ケース3)及ぴ金属ウランス

ラッジを収納したスラッジ収納缶(ケース4)は同一輸送容器内に混載しない。

5.00 5.00

合計

20.00



種類

性状

重量

表9 収納する核燃料物質等の種類、性状、重量及ぴ放射能の量(ケース3)

ウラン化合物及びその他含有物(表10の通り)

固体

表11の通り

総量 3206× 109Bq以下

1.150× 107Bq 以下2321丁

2313× 109Bq以下2341丁

1.601× 108Bq 以下2351丁

1.197× 107Bq以下236U

フ.089× 108Bq 以下238U

1255× 105Bq以下99TC

20.0%以下

該当しない

0.00IW 以下

該当しない

巨0,0001μ宮/宮U2321_丁

工10× 103μ宮/宮胎5U2341_丁

濃縮度 '250μ目/牙U236{"1

5.0%以下 茎0.01μ晉/菖U99TC

ただし、 2部U亘125μ三槍Uの場合は、 232U及び99TCは適

用外

2321_1

濃縮度 2341.1

20.0%以下 236{_1

99TC

放射能の量

濃縮度

燃焼度

発熱量

冷却日数

その他の含有物

濃縮ウラン中

の不純物仕様

ウラン化合物及びその他の含有物(ケース3)

含有物

巨0.0004μ創gu

竺10× 103μ g/宮9闘U

亘1000μ創曾U

'0.04μ創曾U

項目

ウラン化合物の化学形

態

表1 0

主
要
な
核
種



濃縮度

表 11

*輸送容器には、4個の内容器があるため最大重量は、それぞれ4倍した値となる。

*輸送容器には、収納する核燃料物等の有無に関係なく、各内容器に3個(輸送容器1

基で計12個)の粉末収納缶が収納される。

*各内容器に最大4.ok牙のブロッキングシステムを収納する

*粉末収納缶には、表5に記載する仕様のボロン入りステンレス鋼製りングが粉末収納缶

内側に接着固定される。

*ウラン酸化物を収納した粉末収納缶(ケース 1)、ウラン酸化物を収納した長尺粉末収納

缶(ケース2)、ウラン残漬を収納した粉末収納缶(ケース3)及び金属ウランスラッジを収

納したスラッジ収納缶(ケース4)は同一輸送容器内に混載しない。

5.00%以下

内容器の収納制限(ケース 3)

装荷制限条件

k客・ウラン残澄kg・U

5.00 71.0

20.00%以下 71.00.50



表12 収納する核燃料物質等の種類、性状、重量及び放射能の量(ケース4)

金属ウランスラッジ(金属ウランの切粉とその他金属

(ステンレス鋼、真鎗)の切粉から成るスラッジ)棄

固体

表13の通り

総量 フ.180× 109Bq 以下

主要核種 表14の通り

[ニニ:}岳以下

15.OMwd/t

0.00IW 以下

3,583日以上

1メートルの距離における空気吸収線率は1グレイ毎時を超えない

種類

性状

重

放射能の

濃縮度

燃焼度

発熱量

冷却日数

※表面から

03

濃縮度

表13

*輸送容器には、4個の内容器があるため最大重は、それぞれ4倍した値となる。

*ウラン酸化物を収納した粉末収納缶(ケース1)、ウラン酸化物を収納した長尺粉末収納

缶(ケース2)、ウラン残澄を収納した粉末収納缶(ケース 3)及ぴ金属ウランスラッジを収

納したスラッジ収納缶(ケース4)は同輸送容器内に混載しない。

[ニニコ%以下

内容器の収納制限(ケース4)

装荷制限条件

k音・金属ウランスラッジk客・U

0,5



表14 収納する核燃料物質等の主な核種と放射能(ケース4)

Sr-90

Y-90

RU-106

Rh-106

Cd-113m

Sn-121m

Sb-125

Te-125m

CS-137

B良一137m

Ce-144

Pr-144m

Pr-144

Pm-147

Sm-151

EU-155

Re-226

AO-227

Th-230

Th-231

Th-232

Th-234

Pa-234

Pa-231

U-232

U-233

U-234

U-235

U-236

U-237

U-238

N -237

PU-238

PU-239

PU-240

放能合計

核種 放射能(Bq)
1.163E+09

1.163E十09

1.099E゛06

1099E+06

8.586E十04

3211E+05

5.612E+06

1374E+06

1.190E+09

1.190E+09

1.784E+06

1.703E+04

1.784E+06

2.020E+08

3.576E+07

8.388E+06

2.488E+03

1.460E+04

4.633E+05

8.967E+07

9924E-03

8721E+05

1.396E+03

4.717E+04

フ.735E+01

5.602E+01

2.025E+09

8.967E+07

8.079E+06

8.972E-09

8721E+05

2.966E+02

1.610E十01

1865E゛05

4.270E-01

フ.180E+09



補正内容一覧

(別記記載事項の補正前後比較表)



・牙1」紙 1

頁番号

(イ)・16

変更箇所

D.1.1(6)

D.2.1(6)

(6)最大崩壊熱量

収納物であるウラン酸化物は未使用の新燃料であり、その崩壊

熱量は無視し得る。

⑥最大崩壊熱量

収納物であるウラン酸化物は未使用の新燃料であり、その崩壊

熱量は無視し得る。

⑥最大崩壊熱量

収納物であるウラン残漬は未照射であり、その崩壊熱量は無視

し得る。

一般の試験条件下では、外容器に若干の変形を生じるが、変形

していないとする方が表面積が大きくなり太陽入熱量が多くな

るので収納物の温度を高く評価する。したがって、一般の試験

条件下の熱解析では、外容器には変形がないものとして安全側

に評価する。なお、本輸送物は、収納物の発熱は極めて微小であ

り、

③最大崩壊熱量

本輸送容器に収納するウランの崩壊熱量は、極めて微少であり

無視する。

D.3.1(6)

ネ甫正月"

B.1(2)

補正内容一覧

(口田,2 B.1(3)

注)頁番号、変更箇所は核燃料輸送物設計変更承認申請書(令和4年10月11日付、熊原第22・006号)の箇所を示す。変更箇所をハッチング
にて示す。なお、目次の変更、誤字脱字や体裁の訂正、図表追加に伴う図表番号の振り直し及び章追加に伴う章番号の振り直しは省略する。

⑥最大崩壊熱量

収納物で島るウラン酸化物は未使用の新燃料であり、その崩

壊熟量は003W以下であり無視し得る。

(6)最大崩壊熱量

収納物であるウラン酸化物は未使用の新燃料であり、その崩

壊熱量は0.00IW以下であり無視し得る。

(6)最大崩壊熱量

収納物であるウラン残澄は末照射であり、その崩壊熱量は

0.00IW以下であり無視し得る。

一般の試験条件下では、外容器に若干の変形を生じるが、変形

していないとする方が表面積が大きくなり太陽入熱量が多くな

るので収納物の温度を高く評価する。したがって、一般の試験

条件下の熱解析では、外容器には変形がないものとして安全側

に評価する。なお、本輸送物は、収納物の発熱は0.03W以下と

極めて微小であり、

(3)最大崩壊熱量

本輸送容器に収納するウランの崩壊熱量は、0.03W以下と極め

て微少であり無視する。

補正後

塾
斗
1
一



頁番号

(ロ)B・10

変更箇所

B.4(2)

(ロ)D・14

②解析条件

一般の試験条件における解析条件を(口氾一

た、太陽放射熱を(ロ)B一第8表に示す。

ウランの崩壊熱量は、無視する。

D.2.2.2 中性子源

該当せ,、。

吉有]E打11

7 表に示す。ま

(2)解析条件

一般の試験条件における解析条件を(口氾一第 7 表に示す。ま

た、太陽放射熱を(ロ)B一第8表に示す。

ウランの崩壊熱は0.03W以下と微小であるため、無視する。

D2.22 中性子源

ケース 4の金属ウランは縮度5%の単位重量あたりの中性子

線源強度は、二酸化ウランの約 2 倍であるが、ウラン重量が

1,200唇しかないため、輸送物あたりの中性子線源強度はケー

ス 1~3の最大ケースと比較して 100分の1以下であり、無視

できるである。

以上のことから、中性子源に該当しない。

注)頁番号、変更箇所は核燃料輸送物設計変更承認申請書(令和4年10月11日付、熊原第詑・006号)の箇所を示す。変更箇所をハッチング
にて示す。なお、目炊の変更、誤字脱字や体裁の訂正、図表追加に伴う図表番号の振り直し及び章追加に伴う章番号の振り直しは省略する。

補正後

塾
斗
1
N



頁番号

(ロ)F・1

変更箇所

FJ

補正前

また、繰り返し使用する収納物の使用予定期間は80年であり、

使用期間を通しての輸送予定回数は計200回、また1回の輸送

期間は通常最長4ケ月を想定している。

補正後

繰り返し使用する収納物については、以下を想定している。

・粉末収納缶(ボロン入りステンレス銅りング含む)について

は本輸送容噐の製造時期より前に製造したものを使用ずること

がある。そのため、使用予定期間は送容器より長い 80年と

し、使用期間を通しての送予定回数は計200回、また1回の

翰送期間は通常最長4ケ月を想定している。

・長尺粉末収納缶に0いては、使用予定期間を10年、使用期間

を通しての輸送予定回数は計10回、また 1回の輸送期間は通

常最長1日を想定している。

・スラッジ収納缶については、使用予定期間を20年(金属スラ

ツジの保管期間を含む)、使用期間を通しての輸送予定回数は計

1回、また1回の輸送期間は通常最長1日を想定している。

・プロッキングシステム(ステンレス鋼製スペーサ、プラスチ

ツクスペーサ、センタリングシステム)については、使用予定

期間を40年、使用期問を通しての送予定回数は計 100回、

また1回の輸送期間は通常最長4ケ月を想定している。

熱、放射線、化学変化の評価においては、使用予定より保守的

な条件として輸送容器については 40年の連続使用、繰り返し

使用する収納物についてはその種類を問わず 80年の連続使用

を考慮司'る。

測頁番号、変更箇所は核燃料輸送物設計変更承認申請書(令和4年10月Ⅱ日付、熊原第22・006号)の箇所を示す。変更箇所をハッチング

にて示す。な郭、目炊の変更、誤字脱字や体裁の訂正、図表追加に伴う図表番号の振り直し及び章追加に伴う章番号の振り直しは省略する。

熱、放射線、化学変化の評価においては、使用予定より保守的な

条件として輸送容器については40年の連続使用、繰り返し使用

する収納物については80年の連続使用を考慮する。

塾
斗
1
W



頁番号

(ロ)F・3

変更箇所

(ロ)F一第 1

表Ⅱ但]

柾球宝化要拘

熱

401

荘紘宝化の評価

補正前

侘用割間中に憩宅さhるスチンレス罰の盃廐筒囲で島る

'OCかみ7?'C Ⅱ口1 6掌風)生でを秀盧,'ろ.クリ

ーブの影●是壁けろ温度1*ステンレス倶の融.雌 n3卯C

以L)の_分ので島る■33Cで島"、運尭中に予想さ

'1る是高皿度(72C)と比軟して十分に高い二とから、伍

にユテンレス銅を使用糊間中,縦枕Lて上史圭度田覗下

に置いた壗合でむ、机靴豊化.ケリーブ.割れ埣の狂午

寮化の影唇「よ昼け女い.上のこしから旺郁寅化の青庫

吐'なく,軸通物が虚剛に空める技斯芯■に適合L丁
いること0の彫尋壯ない.

帥年の使用期mに"ける中牲子の票陸風亀1 1生14X

10"角1咽"1下で島打、ステンレス鯛山村"強度に影吾

を与えるとさし、る中性子風射益 10論■1.角:と比畝して・1

分に小さい二ιから_般財隷噸●計こよる旺郁寳化の彫唇

ル受けないⅡ.以上の二とから謹午窒化の身血はι興な

遇玲が担謝に定める扶栴茎mに達合Lている二と

^影暫捻ない'

ステンレス畢"材料の表面に木勧郎楓を影虚十る二と力

ら麻食壮曼生Lにく、、.生た、定糊自主検豊の外榎検"

で衛送訂三外面に腐貪が徳認さ兵た場合に仕檎狂L、曽

打虹新缶.長尺衿;試ミ輸缶、スラジジ凱訣缶蚤びステン

レ父僻熨スペーサに麻女■;碕露された堤合は繍修又「ネ空

掲十ろ.さらに.尭譜前棲査で輸送,7署外面.衿宝耽勧

缶,長尺柏.打竜1抽缶.ユラケリ収割缶丑びユチンレス罰

熨スパー"の外橇に興素■;吐い二と走陸謎Lて1、る.ニ

のため、使用割閏内に麻食等の柱午窒化の影署壮壁け孝

のこ七から旺那宝化の肴慮は●女く、送物1 、.

t に走める怯術基串に連合Lて、・ること^影唇け

ない'

父テ:ノレ」凡ず)

量射隷

σJ

化学

旺那寳化

山有無

無し

注)頁番号、変更箇所は核燃料輸送物設計変更承認申請書(令和4年10月11日付、熊原第22・006号)の箇所を示す。変更箇所をハッチング

にて示す。な翁、目炊の変更、誤字脱字や体裁の訂正、図表追加に伴う図表番号の振り直し及び章追加に伴う章番号の振り直しは省略する。

村料

Xテンレ

ス銅

紐年寳化

の有無

無L

遅守:窒化聾1畦柱午窒化の評価

熱

無し無し

補正後

無L

使用期所中に思迭されるステンレス銅の皿度貧囲である

0てから 1立てⅡ訂)B46事照)主でを"盧十る.グリ

ーゾの影署を壁ける皿度1ネス?ンレス釧の融点(3伽て

以1・)の分ので島る●33てで島η、達掘ヰ昂」:予恩さ

れる紐高皿度0乏て,乞比畝して十分に"い二とから.位

1'ユ?ンレX釧を使用南閤中.凝枕Lて.上記皿度m境F

」'置いた場nでt,.紅巌賓化、クリープ、割れ埣の経鼻

寳化の影冒け受けな、、以上の二ι゛・ら、甚叩化の

に◆いて.技栴上の韮怜に蓋合Lている;と凄豊墾主
る上で号庫,る必要吐女、、

即号{d,使用朔功における",性子の粟伯肌射Rけ. X

10"五ft血三以下で島り,ステンしX制の村杵蛙塵にWO

左与史るεされる中1生子風射旦 101'罫IC功1と比粧して 1

分に小さい二ιか与、鰻射^射によろ柱鼻:賢化の影昏

け受吋心、、1.以上の二ιから、荘午窒化の燃唇につい

往斯上の茎示に適合している二ιを麹露tろで月

直ナるι妻はない.

ステンレス釧け村鮓の貞面「こ千動処攻を形或tる二ι力

、腐立壯発生Lにく、、享む.宅期白主検査の外掘検"

で伸送界馨外面に麻貴が確謀された場合に仕調妊L.将

"収励m.蛇尺翰κ耻抽m、スラッジ駐納m長びステン

レス偶判スパーサに嵩貴が庫訪された場台吐柚蛙父仕交

換tる.さらに、甕送前検立で輸送界器外面、杓東収軸

缶,嬰尺杓゛:収制缶、ス5ツヅ収勧m長びステンレス朗

製スパー"の外観に馬常が女1、二とを確口Lていろ.ー

のため、恒用期働内に腐女等の柱年實化の影昏吐塁け孝

い.以上のこと●.ら、狂中窒化の彫に0いて.技術上

の基憎に巡合Lて、、ることを陸飽゛る上で号盧tるι亜

吐"、..

ロー

無L

郭
一
斗
1
゛



頁番号

(ロ)F・4

変更箇所

(ロ)F一第 1

表W2】
軽年

窒化

興琳

疲労ス偏

柾午宣化の畔価

補正前

酷送容卦堺迭村仁"いて.皇度壹化に上ろ内外圧力塾にと"

提打近L血力が曼生゛るため罷年寳化にういての身塩がι要

となる

坦度廣化にとる内外任差により生,るヰカのうち.最、火

きなヰカが晃生,、るの吐一鮫の試魚亀枠下に"いて・40Cで

取納物を棚包したのち内専罫皿度が能Cまで進した場丑の

内専"pt萱であり、応力掘幅1ネ[::]M五とな0たし「{0}ー
'6.1,3 ヰカ計」審照1.(巨)F一副1'司のスチンレスの

労仙破によろと,1伽凹血一以下のヰカで吐或胆から

7mCの慮・下に郭いて101回以上縫り匙し応力力τ発生して

も疲労融擦が生こる二と捻なく.叶1゛.6m回のn;力宛生を

考慮しても許専極り辺し回款ι比畝Lて→→,に小さい.

宝た.鯛'爽'2柚缶.長尺怜'訂収柚缶及びステンレス鯛製えぺ

ーサに1士.内外圧J」差や取曇1、に智網tる比力は生じ女、、

そのため、窒労に上る旺年窒化吐発主Lな{、

以上のこと0・ら怜這仙が'に建める技術聶歯に竃介Lてい

る二ι《の影拡ない.

旺中壹化

の有無

無し

注)頁番号、変更箇所は核燃料輸送物設計変更承認申請書(令和4年10月Ⅱ日付、熊原第22-006号)の箇所を示す。変更箇所をハッチング
にて木す。なお、目次の変更、誤宇脱宇や体裁の訂正、図表追加に伴う図表番号の振り直し及び章追加に伴う章番号の振り直しは省略する。

羅向

寳叱

要1司

疲労

{01 - ステンレス d)

荘啄窒化の詐価

ス鯛

補正後

柏送俳罫隅迭村において、皿度蜜佗による内外任力整にとり

繰"返L止力が拠生tるため羅4窒化にウいての考慮が必翌

ι女ろ.皿度寳化による内外圧差により゛'昨三に勢生tる広

の"り逗し副蚤を、使叩予建より作守的な条件として

剛佃畳生゛ると埠吏して貨労安評価L、確労破埠,!冬宝
しな"二と走確認Lて、、る"ロ)ん6.1.3.4参駒.

主た,暢黛鼈抽缶、長尺杓κ収勧m及びユテンレ父傑割スベ

ーサにけ.内外圧力鮓て・取世1・に"山゛るヰカ'才乍じないた

め、旺畢寳化の彫に0いて,技術上の基楙に遜合Lている

とを陣認十る上で身直十る必興'ネない.

d)

旺隼寳化

の作無

L

蔀
一
4
1
休



頁番号

(補正前の

(ロ)F・5)

変更箇所

(補正前の

(ロ)F・第 1

図)

400

ネ甫正月11 補正後

0

4出兵1 スチンレス病裡覧填3噸ース亭ンレス協会U卯6虻111)

回転曲げ SUS304
繰返L遭度; 12511Z
0室温◆600'C
'如0'C マフ00'C

105

0500'C

10'

破填までの

{UIF一軍lm

InT

し數(N)

ステンレス嗣貸労貞熱

淘頁番号、変更箇所は核燃料輸送物設計変更承認申請書(令和4年10月11日付、熊原第22-006号)の箇所を示す。変更箇所をハッチング
にて示す。なお、目次の変更、誤字脱字や体裁の訂正、図表追加に伴う図表番号の振り直し及び章追加に伴う章番号の振り直しは省略する。

(図の消去)
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頁番号

(ロ)F・5

変更箇所

(ロ)F一第 2

表

i口}f- 7土ノ,゛クツー'.dl

旺年盧荘午窒化の評価

化要田

憾

補正前

権用瑚間中に思宅されるフキノリックフ゛ームの皿度

貧囲で島る・■OC6.ら72じ"01 6孝風」陛でを身

虐十る.使用期閉中に皿定される圭度範囲rl.熱故R分

析で確認された瓢吾な重量窒化'1生じる型度ι^)と

比畝L十分に低1、カ.主た.外宕卦外面と内容卦外壁に

上り髭閉さnて1、ろため.熱による罷年宝化是促進させ

る外気・水分との推鮭がない.上0て.熱に上る罷午壷

叱の影野は塁けない.以上の二とから荘単實化の秀虐仕

なく.輸過物が,,,に定める技術葺傾に連合L;、てい
る二と^劃冒1土孝、、.

'0伽の俺用割園に」」"る中性干の粟侍風●1埜「ネフX

101,真ft皿1以下で■)り.声たガン〒罪の黒栖煎キ1量1■3

XI0IGゞ以下であり、フェノリフクフ・,ームの吋料^

に影を与えるとさ●1る中性十照射旦 10"酬血t、ガン

?隷昂射量10.0,巴比畝Lて・1・分に小さ、、二ι色,ら

鰻射尊顛射仁よる旺午寳化の影昏は壁け女い争.以上の

二とから荘年窒化の考緯吐■興なく,送翁が,に走

める症斯苗串に適合Lていること^彫仕ない゛

フ¥ノリリクフー・]厶1'叉チンレユ罰の外客駐外面ι

内春昌外旦に上η宕閉ざれているため、外気との按触」と

立く.加水分荊,紫外椋に上る分解仕昼生Lない.とウ

て化学定化に1る旺平寳化の影冒吐受けhい.以との二

とから経年窒化の考重吐名要なく.輸譜如が規、に建め

る技姫基煽に適音しtいる二と(の影辱巨女、、.

7才ノリケケフ寸ームの他m何所「二壮、内外圧力飽R,歌

担いに鵡円十る広力が生じ心1、ため,窒労による罷午窒

化仕鳧生しな、・.以上のこしから柱坪賞化の考塩け"便

'<、嵯送物轟1',,に建血る弦術碁学に蓋合.し工いる二
とー、の影膏捻ない.

畝●1線

d,

柾午竪化の

官薫

無し

化学

注)頁番号、変更箇所は核燃料輸送物設計変更承認申請書(令和4年10月11日付、熊原第22・006号)の箇所を示す。変更箇所をハッチング
にて示す。なお、目炊の変更、誤字脱字や体裁の訂正、図表追加に伴う図表番号の振り直し及び章追加に伴う章番号の振り直しは省略する。

村井

疲労

プエノリッケ

プーー'.

罷郁寳

化壷1司

熱

薫し

柾ヰ窒化の評価

補正後

使川罰園中に血定されろワ1ノリックワ,ームの盡塵

筒甜である・■0てからコユて"ロ,B'6#用)主でを身

庫tる.使用業問中に恕定さ」1る皿塵蔚囲け.熱風量分

析で硝島された叩野女煩R窒化が生じろ配度t帥C1ι

比畝LI・分に低いヨ.生た,外官嬰"面と内宕墾外壁に

よ,J捌粥さhていろため.熱に上る羅卸窒化を促選させ

る外処・ネ分との鴇触6tι:、、.上0て、熱に上る軽甲窒

化の影昏け受"な1、、以Lのこと゛・ら,狂停宝化の影

に0いて.技栴上の長謂に碆介Lて、、ることを,,tる

で考直,る血宴推ない.

'0午の使用期断にお0る中姓チの黒殖榔射鮭壯7X

101.覇k皿IT" Fで■、り.またガン〒線の黒侍風射最1才3

XI0,G,以下で島"、プ=.ノリックフ゛ームの村,,強度

に影唇聖与土るとさnる中{1干風射量 10論0IC勲,、ガン

,隷酬射赴10ι0了乞比畝Lて十分に小さい二とから

撒射卑風射に上る嵯年窒化の影吾1ネ塁けない1,.以ヒの

ーと●・ら.柱甲史化のに0いて.弦術上の韮環に適

6Lている二とを確琵t6上で身・,る●窒吐ない.

フェノリックフーーム壮試テンレス餌の外俳=外西と

山容客外壁に上,〕蹴朗されていろため、外気士の憧蛙け

なく,加*9解、紫外神に上ろ分鯛け亀乍し女い.上0

て化学窒化に上ろ柾午寳化の影春け受け女い.以上のこ

とから、荘甲豐化の影昏にウいて、怯衛上の基肌に合

していることを壁認t6上で号庫,る島要吐女い.

フュノリックづオームの使用価崎1二'ネ、1.,外圧力差弐.取

握、.に"1可゛、る」古力が中じ孝いため、疲労によろ柾午窒

化壯寒宅し女い.以上のこと●、ら、旺叩寳化の腎に0

、、て.怯術上の鵡朗に適6している二とを・,る上で

号虚rる必興壯ない.

無L

輩射線 煕L

無L

廃鼻:寳化の

訂無

無L

化学 無L

桟労 睡L

亡

塾
斗
1
q



頁番号

(ロ)F・6

変更箇所

(ロ)F一第 3

表
村"

EORA

レシン

荘伽寳

化妾但

熱

1廿一・ 3

旺年寮化の井盧の詐価

;甫]E月11

使用朔断中に想建される レリンの担度箱倒で島る

'0て"・ら卸てⅡ吐1 '6奪貝)生でを"慮tる.俺用弼

聞中に也走される皐度範囲は.憾童量分析で確認された伽吾

左重量廣化が生じる世度(聞'C1 と比柱L十分に航1、'L

また. BORA レジンrネステンレス倒の内牢署外壁ι内界署

内壁に上η琶閉されているため、熱に上る旺年窒化是促進さ

せる外気・ホ分との犢触がない.

よ0て、使用糊間中にさら占れる溢度に"いて熱に上る荘年

寳化の影督仕受け女L・.以上の二とから狂中廣化の身血はし

蔓な(.轤送物●1'Πに定処る技術甚隼に碧合上て、、る二七
【の彫 1圭女、、

'001σ」使用期閉に■」"る中性子の畢佑照射量」ユフ×101●

がC血き以下で島"、圭たガンY線の黒個照射量吐9×1がGタ

以下で島".政〕RA レリンの母村である寸!りエステルの竹

料"度に影を与えるとされる中性子風射藍101'五1ιm1 ガ

ンリ純無キ1量10.C,・と比峻して十分小さい扣.加えて累mの

中牲子煎●1に上る"Bの減損中1上101..赴満で島り、中牲于

吸卓性能への影昏はない.よ0て、赴射隷煎射に上る罷年窒

侘の影仕壁けない.以上のことから紐午宝化の考卑捻●奏

*<.轍送特が・"に定める技術苗■に遼合,し;てしるこしへ
の彫辱壮な§ナ.

BORAレジン壯ステンレス馴の円客如外壁と内宕罫内皇に

上"畜閉されているため、外気との按触仕なく、加水分觧

紫外隷に上る分解捻発生しな1,.上0て化学窒化に上る旺年

窒化の影唇壯麦けむ1、.以上のことから経卑寳叱の考盧は必

孝く、軸送物゛1',・に定蚫る技庸基mに合!ている二と
^彫昏けない.

レジンの使用筒所に1才.内外圧差や欺掻いに起田●

ろ見、カ"1生じ女いため.疲労によろ柾体窒化仕曼生し女い.

以上の二と●・ら柾午変化のぢ血は必要女く、送物,f、,・に

定める筏衛基隼に適合Lていること凸の影は女い.

レシンの

鰍射鍵

')

罷印窒化の

有

無し

化学

注)頁番号、変更箇所は核燃料輸送物設計変更承認申請書(令和4年10月Ⅱ日付、熊原第22・006号)の箇所を示す。変更箇所をハッチング
にて木す。なお、目炊の変更、誤宇脱字や体裁の訂正、図表追加に伴う図表番号の振り直し及び章追加に伴う章番号の振り直しは省略する。

"料

日0丑A

レシン

罷匂:壷

化興山

熱

桜労

F

荘年崖化の弓慮の評価

無し

補正後

使用期問中に担定さnろBORAレリンの世度筒燭で島る

40て",ら 50C "ロ)B46#可】まで是身庫tろ.使用揃

助小に想走される也塵戟囲け,熱皿旦分析で陣距さhた顕杵

な琉R窒化が空じろ皿庶 a60て1 と比畝L 1分に低い0.

主た、 BORA レノンけユテンレス畑の内界署外堂と内界岩

"壁仁上"密閉されていろた吋,、熱による荘鼻.資化を促遵さ

せろ外気・ホ分ιの按触がない

上0て,使用揃剛中1'さらされる侃度にお、、て熱に上る狂岬

査化の彰唇n交け女い以1・.の二とから、経隼讐化の影こ

0いて、技術上の基畑に合Lているこι走確認,る上で努

童,る必隻は孝、、

0年の檀Ⅲ期剛における中畦f・の娯血煎射旦は7×1010

".皿,以下で島"、またガンリ椋の累m風射R1含9×1酎0丁

以'1:であ". BORAレノンの母"で島る」"りエステルの"

n櫨償に影是,'えろとさ」1る中性子照射最 101'ψ゛血1.ガ

ンヤ罪風射且10IG丁と比牧Lて十分小さい罰.加えて黒laの

,1,"テ阿阜tに上る 1口三の誠損中は 1010,1」醐で■1"、中性〒

畷製性諾への影昏誌ない.よ0て、蝕●1線痴射に上る罷午窒

化の影岩壮壁け女い.以上のことから,旺甲交化の彫に0

1、て.技術上の苓覗↓三合工工いる三上垂硝飽主る上t古慮
;,Tる必興雌ない.

EORAレジンけステンレス貨の"響魯外壁ι内宕詔"堂に

と"席mされているため.外気士の犢触は吐く、加*分解

紫外枠による分鯛吐奄生Lない.上0て化学寳化による柱坪

壹叱の影吾は塁け女い,以上の二とから、経年窒化の影に

6いて、往断上の苗柳に適杏Lている二とを確誌,る上了,
庫tるι要壯ない.

BORA レノンの倹Ⅲ苗所1、け.1R,外任達R.駈担いに"Nt

る月J」●1生じな1、ため、貸労に上る軽自ι壹化'才寛生し女1、.

上のこしから、荘甲寳化の影に0いて,鉱断上の苔赤に

蓋合Lている二とを直露,る上で奪 tるι要捻ない゛

赴,1線

罪し

柾午寳化の

"慧

無L

無L 無し

化?

鰻労

無L

無L

塾
斗
1
伽



頁番号

(ロ)F・フ

変更箇所

(ロ)F一第 4

表
ノ人"

1偶

罷午窒

化熨田

熱

疑年麦化の詐価

使用朔間中に想定され6寸:Uン入0スぢンレス鯛0,配度庭

囲で■,る・ 0てから 72C N口)B■6参照}主でを考慮tる

'のステンレス鯛とポロン人"ス〒ンレエ桐1 1"ロ

ンからなるので、基'的吐{生官nス〒ンレス罰と窒わ"な

、、.そのため.」"ロン人"ステンレユ銅壮ステンレス桐乞伺

慢に.挫用剛閲中に1旦定されろ皿度範囲で'1,組血窒化、ク

リーブ.割れ等の荘中室化の影捻曼けない.以上のことか

ら柾午宝化の竜直仕ιなく.送物が蜘削に定ゆる技縦基

瑠に蓋合Lている二と゛の影嚇けな'!.

ポ訂ン入"ステンレス朗」.'d」メフンレス倒ι弊のポロ

ンから孝ろので、中性干貝射に計中る性巽はステンレス侶と

向等で島る.帥羊の恒用割闇に,」Ⅱる中性〒仍巣枯昂,1量

」立 I × 10"血1.,以下で島".1"打ン人ηステンレス銅の

村料強崖に影昏を与えろとされる中性子照射藍101'丑lt血,

ι比粧して十分「二小さい1,.加えて凱用の中性〒熱●"こ上る

Ⅱの識按中1110'農塩で島"、中性干彊取牲鎧への彫け

ない.上ウて.騒射綿照射による紐午實化の彰唇は壁けない

以との二とから旺午壹化の考慮吐"興な(、送物't."に

定める豊術藍串に蓋合している二ι6の彫●t*な、、

ポロン入,」スチンレス銅Ⅱスチンレス語と問犠に村料の喪

面に字動詣腔を形虎,る二巴から腐食壮発生Lにく1、.重た

"ロン人打ステンレス韻壮外晝の内郎、主た内力牲の底面及

び杓'突収勧血iに他用され.軸送中日光弌凧1に直佳さりさ'1る

二と1」む1,た島,.驫女埣の柱午窒化d)彫 1圭受',な、、.'、ヒ

めことから軽偲寳化の脅嘩壮ι要女く,峠珪物が'"に建

る柱惰苔串に適合Lていること^彫唇#ない.

ポ訂ン人"ス乎ンレス銅の使用■所に仕、門外作差や畝授い

に蛙田ナるヰカ壮生じないため,盧労に上る罷叩寳化仕斐生

しない.以上のことから柾午窒化の号虚「ネa興なく、靴追杓

が,"・に走りる扶術韮串に遡●し:r、:る二と^影昏壯な

補正前

軟射枠

狂年壹化の

冑無

賭し

化学

注)頁番号、変更箇所は核燃料輸送物設計変更承認申請書(令和4年10月11日付、熊原第22・006号)の箇所を示す。変更箇所をハッチング

にて示す。なお、目歌の変更、誤字脱字や体裁の訂正、図表追加に伴う図表番号の振り直し及び章追加に伴う章番号の振り直しは省略する。

村"

ネ音ン人"

酔芥ミ銅

' U )

軽鼻:寳

佗妾川

熱

症労

無し

ポロノ入町ス r,、,レス

罷与窒化の詐価

無L

使用期幽中に地tさhるポロン人ηステンレス釧の皿度範

囲で■1る・40Cから 72C (10)●6畢風)生でを昇庫ナる.

ポロンノ、咋ステンレス釧r .のユデンレス剖ι'の"{ロ

ンから"るので,茎'釣吐性官壮ステンレス釧と査わり女

、・. EU)ため、ポロン人りステンレえ釧けステンレえ釧と闘

様に,使用財園中に想定さ11る皿度範噛でけ、卸旦窒化、ク

リーゾ.割n等の柾年定化の影各壮壁けな、、.以上の:とか

ら、旺叩壷化仂別晋に0いて、技衛上の甚堺に蓋合Lている

、しを柱昆t6上で月卑tるι要社な'、

ポロン人ηステンレス馴 のス乎ンレス粛ι'の卓口

ンからなるので、中性子向,1に討tろ性質けス?ンレス釧と

叫等で島る.帥仰;d1便用榊聞に訂ける中性子の畢倩印,1巨

壯 XI0Ⅱ.血三以Fで島り.吋:ロン人り凱乎ンレス僻0

'料仙度に影唇是与史るとさ」1る中,生テ田●1量 01'則゛m:

と比較Lて 1・分1ι小さい1,.加北て乗1晝の中性子・凱,1に上ろ

調Bの'ミ1n削壯 0,』噛で島"、叩,性了・畷収性能<のW昏け

女、・、よ0て、敏射報風射にとろ註午窒化の影昏悼受け女い.

以上のこと色、ら、罷年責化の影腎に●、、て、韮衛上の鵡儒1こ

合している二ι是確.,る上で号庫tるι興仕なち、

ポ訂ソ人りステンレス儒壯ステンレス俺と叫孃に"キ1の避

而に木卦趣距を形慮十ろ二とから醐食け艶乍しにくい.主た

ポロン人りXテンレス釧壯外蓋の"都.主た内界戟の告面長

び冊1敢鮪缶に梅用さn、柏送中"先や'Ⅱに直鴨さらされろ

二と「よないた',.腐女抑の錘向;寳化の影仕曼けない、以b

二とから.嶺郁窒化の影に0いて,笹術上の第愉に適合

1していることを,るとで秀直十る●興吐むい.

ポ廿ン人"メテンレス釧の使川塙所に壯、内外圧整忙.歌長、

に"W十る1む力吐生じ女いため、檀労に上る狂g:窒化け発生

L女い、以上のこι0.ら、旺中寳化の彫に0いて.往断

の茎慣に毒音してい6ことを微誌十る上で肯庫 6ι聾吐

孝い.

補正後

無L

牡射繰

無し

の 0)

無L

旺午壹化の

打無

無L

化'羊

簣労

蛭L

薪
一
斗
1
悼



頁番号

(ロ)F・8

変更箇所

(ロ)F一第 5

表
村"

ポリオキノ

ーチレン

柾年窒

化更川

鴫

ι0IF- Hりオキシノチレンの

荘年窒化の亀慮の評価

補正前

俺用朔面中に也定されるポリオキシ〆チレンの圭寓靴

四である・●OCから6?C Ⅱ口)B 6春照1 主でを号虐

イる.使爪朔間中に忽定される世塵篭劃「1、ポリオキ

シーチレンの使用可飽皿痩{・■0て一1伽じ}の鞘四内で

島り.熱分解等の反ヰ「1兜生しノ'い動.従0て運搬中の

泣度にお1、て」1熱に上る丑午窒化の影督け受け女い.

以とのこしから罷牟窒化の讐慮は"女く、姉当物"

,に走典6怯庸韮鰯に遜合.し工いること^影辱け

ない.

釦年め侵用辯間に■11る中性チの累倩照,t量111.゛X

10Ⅱnlcm=以下や島"、またガンマ椋の巣市鼎射量仕

14×1ざ0丁以下で島,」、ポリオキシメチレンの村井強

度に彫を与えるtさhる中性干興,1量10開".血,、ガ

ン,椋昂射量10IGYと比粧Lて十分に小さい二と力

ら.敏射椋風射によろ柾午窒化の彫昏n塁」,女いoh.

以上のこと■、ら狂羊賣化の奄慮↓工ι婁なく、送狗が

に定蚫る技術苗鵬に適合Lている二とへの彫春娃
な1、.

出りオキシノチレンt上内訂馨の内舗に使用され.日光

や"1に寅推さらさhろ二と仕壯いため.加水分解や紫

外擦に上る分篤1よ曼生Lな1、.重た、ブロッキングシ

ス亭'、」1発送醜幢金に上る確認■;可能で島η、有害な

住.割n等の臭南が陸露さnた場合仕空換1る.以上

の二とから柾午窒化の考盧t才・なく、輸送物が規則

に定nる技栴茎閉に適合.LI1二る三と^胤唇吐4
1、

州りオキシノチレンの梗用焔所に1ネ.冉外圧力整斥,重

径いに虻固ナる叱;力け生じないため.疲労による紐年

餐化を身塩十るし.覗11むい.以_ヒのこと力・ら狂中窒化

の芳盧仕ι美なく.輸遇物が規貫に定"る技術基嶋に

音し丈りるこι(の影冒は孝、ニ

餓射抑

C)

軽年窒化の

有無

無L

化学

注)頁番号、変更箇所は核燃料輸送物設計変更承認申請書(令和4年10月Ⅱ日付、熊原第22・006号)の箇所を示す。変更箇所をハッチング

にて尓す。なお、目炊の変更、誤字脱字や体裁の訂正、図表追加に伴う図表番号の振り直し及ぴ章追加に伴う章番号の振り直しは省略する。

疲労

罷作寳

化頓Ⅲ

熱

無し

ポリオキシメ4・レンの'01 -

鞍年窒化の井庄の詐価

補正後

使用期園中に恕定されるポリオキシノチレンの世度範

偲で島ろ・ 0てから52C U口)B46#序)生で竜号庫

十る.梗用罰間中に惣定ざれる譜塵範偶悼、ポリオキ

シ,ι,レンの使叩可能皿度(・'0て一1伽'C)の範因゛■で

島,」、熟分解等の反'は晃生L左い,,従0て達即中の

担痩に弁いて壮熱による柱飢査化の影昏け受けない゛

以上の二とから、荘午嵳化の彫にういて.技術上の

唯に適合Lている;七、を隙琵゛る上で身盧゛るι興
ない.

卯向:の抱用朔断に郭11る吽,{生子の累椅窯●IR吐 1.'X

10皿0IC血訂1下で島η、主たガンマ線の畢円興,t章1才

1.●X I0=G丁以下で島り,,!!りオキシメー・レンの"料強

度に影督をliえるとされる中牲、f・邸●ι量 10130km:.ガ

ン?紳局射量 10.0γと比較Lて 1,分に小さ、、二とか

ら、歓射報風射に上ろ旺匂:変化の影昏1ネ受けない●訂.

以上の二とから、軽午壹化の彫に0いて、技栴上の

茎昂に合していι二とを確露t6上で身宜゛、る必倭

'1な、ル

ポリオキシメチレンけ"詐曽の内齢に使mされ, U光

弐サ1"二劇接さらされる二とけないため、加水分解弐嚇

外神に上る分角零け亮生L壯い.主た,ブロッキングシ

ステムけ峯送柏搾立にとる確鴇●τ可佳で●り.存客な

傷.割゛1抑の胃素が確nされた場介吐交検tる.以上

の二と血、ら、荘年實化の彫昏にウいて、技栴上の韮崇

に合'し工!、る.二と.を確露,るとで,慮,二るι奏畦4
、キ.

ポリ吋'キシメ,レンの硬用煽価に1才、"外1首力笹弌.駈

按1、に"ι可tるq;力仕生じ女1、ため.技労による柾舟

窒化を寺慮,るι嬰r才ない.凱hの二とから.罷{μ壹

化の彫に0いて.技断上の基赤に適合Lてい6二と

を・,る上で身慮,るι妻社女い.

埠L

駈射線

0)

柱郁窒化の

有無

無L

無L

化学

無L貨労

係し

無L
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頁番号

(ロ)F9

変更箇所

(ロ)F3

1甫jE月11

F3安全解析における経年変化の考慮内容

前節に示した通り、本輸送物に係る安全機能を担う構成部品及

び繰り返し使用する収納物の材料を対象に、経年変化の考慮の

必要性について評価を行ウた。

その結果、フェノリックフォーム、 BORA レジン、ボロン入り

ステンレス鋼、ポリオキシメチレンについては使用期間中の経

年変化を考慮する必要がなく、ステンレス鋼については熱、放

射線、化学における経年変化要因においては使用期間中の経年

変化を考慮する必要がないことを確認した。

ステンレス鋼製の内容器については内外圧力差によ0て繰り返

し応力が発生するため、疲労による経年変化を考慮する必要が

ある。使用期間中に想定される最も厳しい応力条件かつ保守的

な繰り返し回数を考慮した上で内外圧差による疲労を評価した

ところ、使用期間において疲労による経年変化は発生せず、輸

送物が規則に定める技術基準に適合していることへの影響はな

いことを確認した。

補正後

F3安全解析における経年変化の考慮内容

前節に示した通り、本輸送物に係る安全機能を担う構成部品及

び繰り返し使用する収納物の材料を対象に、経年変化の考慮の

必要性について評価を行った。

その結果、フェノリックフォーム、 BORA レジン、ボロン入り

ステンレス鋼、ボリオキシメチレンに対しては、使用期問中の

経年変化の影響について、技術上の基準に適合していることを

確認する上で考慮する必要がなく、ステンレス鋼に対しては熱、

放射線、化学における経年変化要因においては、使用期問中の

経年変化の影響について、技術上の基準に適合していることを

確認する上で考慮する必要がないことを確認した。

ステンレス鋼製の内容器については内外圧力差によって繰り返

し応力が発生するため、疲労による経年変化を考慮する必要が

ある。使用期問中に想定される最も厳しい応力条件かつ保守的

な繰り返し回数を考慮した上で内外圧差による疲労を評価した

ところ、使用期問において疲労破壊は発生せず、輸送物が規則

に定める技術基準に適合していることへの影響はないことを確

認した。

注)頁番号、変更箇所は核燃料輸送物設計変更承認申請書(令和4年10月Ⅱ日付、熊原第羽・006号)の箇所を示す。変更箇所をハッチング
にて示す。なお、目炊の変更、誤字脱字や体裁の訂正、図表追加に伴う図表番号の振り直し及び章追加に伴う章番号の振り直しは省略する。
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頁番号

(ロ)G,1

変更箇所

第三条第三
項

?甫iE剛1

下記に示すように、既認可の収納物(ケース 1~3)に加え、設

計変更において追加した収納物(ケース4)を収納する場合{、お

いても、経年変化の影は受けない。そのため、規則に定める技

術基准の適合に影響しないことに変更はない。

・本輸送容器の使用予定期問は如年であり、使用期問を通して

の輸送予定回数は1^11回の輸送期問は「ーーーーー^

を想定している。また、繰り返し使用する収納物の使用予定期

間は即年であり、使用期間を通しての送予定回数は計乞00

回、また 1回の輸送期問は通常最長4ケ月を想定している。

補正後

下記に示すように、既認可の収納物(ケース 1~3)に加え、設

計変更において追加した収納物(ケース 4)を収納する場合に

おいても、経年変化が規貝"に定める技術基準の適合しているこ

とに影響しないことに変更はない。

・本輸送容器の使用予定期間は如年であり、使用期問を通し

ての輸送予定回物司一ーーーー「、 1回の輸送期問1ネ「ーーーー^

[]を想定してぃる。

・粉末収納缶(ボロン入りステンレスリング含む)について

は本輸送容器の製造時期より前に製造したものを使用すること

がある。そのため、使用予定期間は輸送容器より長い 80年と

し、使用期間を通しての輸送予定回数は計200回、また1回の

送期間は通常最長4ケ月を想定している。

・長尺粉末収納缶については、使用予定期間を10年、使用期間

を通しての送予定回数は計10回、また 1回の輸送期間は通

常最長1日を想定している。

・スラッジ収納缶については、使用予定期問を20年(金属スラ

ツジの保管期問を含む)、使用期間を通しての輸送予定回数は計

1回、また1回の輸送期間は通常最長1日を想定している。

・プロッキングシステム(ステンレス鋼製スペーサ、プラスチ

ツクスペーサ、センタリングシステム)については、使用予定

期間を如年、使用期間を通しての輸送予定回数は計 100回、

また1回の輸送期間は通常最長4ケ月を想定している。

注)頁番号、変更箇所は核燃料輸送物設計変更承認申請書(令和4年10月Ⅱ日付、熊原第22・006号)の箇所を示す。変更箇所をハッチング

にて示す。なお、目炊の変更、誤字脱字や体裁の訂正、図表追加に伴う図表番号の振り直し及び章追加に伴う章番号の振り直しは省略する。



頁番号

(ハ)・5

変更箇所

(ハ)A一第 1

表 11/2】

収納物検査

(ハ)A一第 2

表

収納物検査

(ハ)A 第 3

表 n尼】

収納物検査

(ハ)A一第 4

表

収納物検査

フ.その他

粉末収納缶、ブロッキングシステムの使用期間が80年を越えて

いないこと。

フ.その他:長尺粉末缶の使用期問が80年を越えていないこと

補正前

フ.その他

粉末収納缶、プロッキングシステムの使用期問が80年を越えて

レ、なU、こと。

フ.その他

燃焼度:15.OMwd/t以下であること。

冷却期間:3,5船日以上であること。

スラッジ収納缶:使用期間が80年を越えていないこと。

スラッジ収納缶用緩衝材:未使用のものであること。

補正後

フ.その他

粉末収納缶の使用期間が 80年を越えていないこと。ブロッキ

ングシステムの使用期間が40年を超えていないこと。

フ.その他

燃焼度:15.OMwd/t以下であること。

冷却期間:3,5部日以上であること。

スラッジ収納缶:使用期問が20年を越えていないこと。

スラッジ収納缶用緩衝材:未使用のものである二と。

フ.その他:

粉末収納缶の使用期間が 80年を越えていないこと。プロッキ

ングシステムの使用期問が40年を超えていないこと。

フ.その他:長尺粉末缶の使用期問が10年を越えていないこと。

注)頁番号、変更箇所は核燃料輸送物設計変更承認申請書(令和4年10月Ⅱ日付、熊原第22・006号)の箇所を示す。変更箇所をハッチング

にて示す。なお、目汰の変更、誤字脱字や体裁の訂正、図表追加に伴う図表番号の振り直し及び章追加に伴う章番号の振り直しは省略する。
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別紙 2 
 

 

 
 
 
 
 

輸送容器に係る品質管理の方法等 
（設計に係るものに限る。）に関する説明書 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和 4 年 11 月 
 
 
 

原子燃料工業株式会社 
 



 
 

(イ)－A－1 

(イ)章 輸送容器に係る品質管理の方法等（設計に係るものに限る）に関する説明 

 

 (イ)－A 品質マネジメントシステム 

申請者である原子燃料工業株式会社（以下、当社と云う。）は、核燃料輸送物設計承認申請書

（令和 4 年 10 月 11 日付熊原第 22-006 号（令和 4 年 11 月 16 日付熊原第 22-028 号をもって一

部補正））により申請した輸送容器に関し、法令に定める技術上の基準並びに運搬に関する確認

の申請書又は容器承認の申請書に示された設計仕様及び製作方法に適合して製作するため、以

下のとおり品質マネジメントシステムを当社内に確立し、文書化し、実施し、かつ、維持する。 

 

A.1 品質マニュアル 

品質マネジメントシステムにおけるトップマネジメントは社長より権限移譲を受け、熊取

事業所長、東海事業所長及びエンジニアリング事業部長の３事業部門長が共同で担う。（以下、

トップマネジメントと云う。）トップマネジメントは品質マネジメントシステムの適用範囲、

品質マネジメントシステムについて確立され文書化された手順及び品質マネジメントシステ

ムのプロセス間の相互関係に関する記述を含む品質マニュアルを作成、維持させる。なお、

品質マネジメントシステム業務を規定する品質管理計画はこの品質マニュアルとその下位規

定により構築される。 

 

A.2 文書管理 

品質マニュアル及びその下位規定により品質マネジメントシステムで必要とされる文書に

ついて、承認及びレビュー並びに識別に関する手順を定める。 

 

A.3 品質記録の管理 

品質マニュアル及びその下位規定により、読みやすく、識別可能で、検索可能な品質記録

を作成、維持するために、品質記録の識別、保管、保護、検索、保管期間及び廃棄に関して

必要な管理手順を定める。なお、品質記録には、容器製造者等から提出される品質記録を含

むとともに、容器承認及び設計承認の有効期間を考慮した保管期間を定める。



 
 

(イ)－B－1 

 

(イ)－B 申請者の責任 

B.1 品質マネジメントシステムにおけるトップマネジメント 

トップマネジメントは輸送容器の製作に係る最高責任者として、品質方針を設定し、それ

を基に(イ)B－第 1 図に示す関係各部に品質目標を設定させる。また、マネジメントレビュー

を実施し、品質マネジメントシステムの実施状況をレビューするとともに、その有効性を継

続的に改善する責任を負う。 

 

B.2 管理責任者 

トップマネジメントは、熊取事業所、東海事業所及びエンジニアリング事業部からそれぞ

れ管理責任者を任命する。それら管理責任者は本来の職務とは関係なく、各事業部において

次の事項の責任と権限を有す。 

(1) 品質マネジメントシステムを確立し、実行し、維持することを確実にする。 

(2) 品質マネジメントシステムの実施状況をトップマネジメントへ報告する。 

 

B.3 熊取事業所品質保証部（以下、熊取品質保証部と云う。） 

熊取品質保証部長は、下記の責任及び権限を有する。 

(1) 品質マネジメントシステムの立案と推進 

(2) 内部品質監査及び容器製造者等調達先の品質監査の実施、審査並びに是正処置の指

示 

(3) 輸送容器の製造時受入検査、定期自主検査及び発送前検査の実施 

(4) 製造時検査記録の作成 

(5) 是正処置の効果の確認及び報告 

 

B.4 熊取事業所燃料製造部（以下、熊取燃料製造部と云う。） 

熊取燃料製造部長は、次の責任及び権限を有する。 

(1) 輸送容器の製作、取扱い、保守等に関する文書の作成 

(2) 容器製造者等調達先の技術能力評価及び承認 

(3) 容器製造者等調達先への発注仕様書の作成 

(4) 容器製造者等調達先から提出させる文書の審査及び承認 

(5) 輸送容器の製作の管理 

(6) 輸送容器の取扱い・保守の実施 

(7) 核燃料輸送物の輸送の管理 

 

B.5 エンジニアリング事業部燃料サイクル技術部（以下、燃料サイクル技術部と云う。） 

燃料サイクル技術部長は、次の責任及び権限を有する。 

(1) 輸送容器の設計及び許認可取得 

(2) 輸送容器の設計に関する文書の作成 

(3) 輸送容器の試作、評価及び品質確認試験の管理 

 



 
 

(イ)－B－2 

 

B.6 エンジニアリング事業部炉心・安全技術部（以下、炉心・安全技術部と云う。） 

炉心・安全技術部長は、次の責任及び権限を有する。 

(1) 輸送容器の臨界・遮蔽解析 

 

B.7  熊取事業所環境安全部（以下、熊取環境安全部と云う。） 

熊取環境安全部長は、次の責任及び権限を有する。 

(1) 核燃料物質の計量管理に関する計画立案及び実施 

(2) 計量管理規定及び関連基準類の策定及び遵守状況の管理  

 

B.8 熊取事業所設備管理部（以下、熊取設備管理部と云う。） 

熊取設備管理部長は、次の責任及び権限を有する。 

(1) 計測器の定期検査 

 

B.9 大阪営業部 

大阪営業部長は、次の責任及び権限を有する。 

(1) 顧客への渉外、契約の実施 

 

B.10 東海事業所燃料製造部（以下、東海燃料製造部と云う。） 

東海燃料製造部長は、次の責任及び権限を有する。 

(1) 輸送容器の取扱い・保守の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

(イ)－B－3 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）Ｂ－第１図 原子燃料工業（株）輸送容器の設計及び製作に係る組織 

 

トップマネジメント 

 

熊取品質保証部 

 

熊取燃料製造部 

 

燃料サイクル技術部 

 

炉心・安全技術部 

 

熊取環境安全部 

 

熊取設備管理部 

 

大阪営業部 

 

管理責任者 

マネジメントレビュー 

品質保証、検査 

製作（発注管理含む） 

保守点検 

輸送管理 

設計、品質確認試験 

臨界、遮蔽解析 

計量管理 

計測器の定期検査 

顧客渉外、契約 

 

東海燃料製造部 保守点検 



 
 

(イ)－C－1 

 

(イ)－C 教育・訓練 

熊取品質保証部長、熊取燃料製造部長、燃料サイクル技術部長、炉心・安全技術部長、熊取

環境安全部長、熊取設備管理部長、大阪営業部長及び東海燃料製造部長は輸送容器の製作に関

連する教育、訓練、技能及び経験を判断の根拠として力量がある要員を従事させる。そのため

に以下の事項を実施する。 

 

(1) 輸送容器の製作に係る品質に影響する活動に従事する要員に必要な力量を明確にす

る。 

(2) 必要な力量がもてるように教育・訓練し、又は他の処置をとる。 

(3) 教育・訓練又は他の処置の有効性を評価する。 

(4) 部内の要員が、自らの活動の持つ意味と重要性を認識し、品質目標の達成に向けて

自らどのように貢献できるかを認識することを確実にする。 

(5) 教育・訓練、技能及び経験について該当する記録を維持する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

(イ)－D－1 

 

(イ)－D 設計管理 

燃料サイクル技術部長は、設計が設計要求事項に適合することを確実にするため、次の事項

を実施する。 

 

D.1 設計管理 

(1) 顧客の要求事項、法令の技術上の基準、性能・機能上の要求事項を明確にし、設計

を実施する。設計の一部を外部に委託する場合は、顧客の要求事項、法令の技術上の

基準、性能・機能上の要求事項等を踏まえた設計要求事項を発注仕様書で明確にし、

委託先に提示する。 

(2) 新設計・新技術又は特殊材料を採用する場合には、当社の設計要求事項を設計者に

十分理解させるため、必要に応じ設計者及び材料メーカとの間で、安全性と仕様との

関連、仕様決定の背景等についての情報交換を行う。 

(3) 設計文書（図面、計算書、解析書等）に設計要求事項が適切に反映されていること

を審査し、承認する。 

 

D.2 設計検証 

上記の設計結果に基づき、新設計・新技術又は特殊材料を採用する場合は、必要に応じ実

証試験、代替計算等により設計検証を行う。 

 

D.3 設計変更 

設計仕様を変更する場合、変更の内容を明確に文書化し、審査し、承認する。設計仕様の

変更に伴い、設計者に設計変更をさせる場合、又は設計の委託先に設計を変更させる場合、

設計者又は設計の委託先が作成する設計文書（図面、計算書、解析書等）に要求事項が適切

に反映されていることを審査し、承認する。また、関係する各部へ設計変更に関する内容を

文書により伝達する。 

 

D.4 設計委託先の評価 

輸送容器の設計を外部に委託する場合は、委託先が適切な人員、技術能力及び品質マネジ

メントシステムを有していることを確認する。なお、品質マネジメントシステムについては、

熊取品質保証部長が燃料サイクル技術部長の依頼を受け、委託先が適切な品質マネジメント

システムを有していることを資格審査で確認する。



 
 

(イ)－E－1 

 

(イ)－E 輸送容器の製造発注 

輸送容器が顧客の要求事項、法令の技術上の基準、設計承認申請書の設計仕様、容器承認申

請書の製作方法等の調達要求事項に適合することを確実にするため、次の事項を実施する。 

 

E.1 容器製造者の評価 

熊取燃料製造部長は、容器製造者の選定に際して、容器製造者の技術能力、組織、品質保

証体制等を評価する。評価に当たっては、必要に応じて次の事項を考慮する。 

(1) 輸送容器の製造に関する技術・要員及び製造設備 

(2) 容器製造者の品質方針、品質計画及びそれらの実施状況 

(3) 輸送容器又は類似のものに関する供給実績 

(4) 輸送容器又は類似のものに関する使用実績及び品質に関する記録 

(5) 試作品、サンプル等の評価 

 

E.2 容器製造者への品質マネジメントシステムの要求事項 

熊取燃料製造部長は、輸送容器の製造発注に当たって、容器製造者に対して、適切な品質

を確保させるために、次の事項を発注仕様書で明確に指示し、実施させる。 

(1) 容器製造者の業務範囲 

(2) 設計、製作、検査、適用法令等の技術的要求事項 

(3) 品質計画の提出に関する事項 

(4) 品質監査、検査等のための容器製造者への立ち入りに関する事項 

(5) 文書の提出、並びに記録の提出及び保管に関する事項 

(6) 不適合の処置に関する事項 

(7) 調達要求事項の適用を供給者まで及ぼすための事項 

 

さらに、次の事項についても具体的に発注仕様書に明記する。 

① ISO 9001 等に適合する品質管理が行われること。 

② 当社及び規制当局が、容器製造者及び容器製造者の供給者等において、輸送容器の製

造時の検査や品質管理状況の確認を行うことができること。 

③ 当社が容器製造者の供給者の選定基準について審査し、承認できるように措置するこ

と。 

④ 輸送容器の製造に携わる事業者間の責任関係を契約等により明確にするための措置を

講じること。また、当社が容器製造者の供給者の選定状況を確認できるよう措置する

こと。 

⑤ 当社が示す安全上重要な材料仕様値等について、容器製造者及び容器製造者の供給者

にその数値の意味と重要性を十分理解させるための措置を講じること。 

⑥ 輸送容器の製造に当たって、安全上重要度の高い特殊材料を使用する場合は、あらか

じめ製造に係わる施工・分析・検査方法について、輸送容器の製造に携わる各事業者

間における情報交換や技術的検討が十分行われるための措置を講じること。 

⑦ 輸送容器の製造に携わる複数の事業者間にまたがる工程では、作業指示や納期などの



 
 

(イ)－E－2 

取決めを明確にし、緊密な連携を図るための措置を講じること。 

⑧ 不適合品が発生し手直し等により使用する場合は、熊取燃料製造部長に文書で通知し、

取扱いの指示を受けるように措置すること。 

⑨ 容器製造者の製造工程において重要な変更があった場合は、熊取燃料製造部長に速や

かに報告し、承認を受けるように措置すること。 

⑩ 容器製造者がその供給者に対して、次の事項を行うよう措置すること。 

(a) E.1 項に準じて、下請負を行う能力の評価を行うこと。 

(b) E.2 項(1)～(7)に準じて、当社が容器製造者に要求した事項をその供給者に指示

し、実施させること。 

(c) E.3 項に準じて、容器製造者がその供給者に対して、品質監査及び検査により検

証すること。 

ただし、容器製造者の供給者が、次の場合は、この限りではない。 

(ⅰ) 容器承認申請書の検査項目と関係のないと認められる下請負である場合。 

(ⅱ) 容器製造者等が立会検査を行うことにより、直接管理する場合。 

(ⅲ) JIS 等の公的規格や公的資格制度により製造が行われる場合。 

(ⅳ) 検査の確認項目が簡易なものや汎用品であって、受入時の検収で十分と認められ

る場合。 

 

E.3 輸送容器の製造の検証 

輸送容器が調達要求事項に適合していることを検証するために、次の事項を実施する。 

(1) 熊取品質保証部長は、品質監査に当たって、品質監査計画及び品質監査要領を策定

し、これに従い実施する。また、熊取燃料製造部長は、輸送容器の検査に当たって、

検査計画及び検査要領を策定する。熊取品質保証部長は、策定された検査要領に基づ

き輸送容器の検査を実施する。 

(2) 熊取品質保証部長は、容器製造者の品質監査を行うとともに、必要に応じ容器製造

者の供給者に対し品質監査を行う。 

(3) 熊取燃料製造部長は、輸送容器の検査に当たって、安全上の重要性などを考慮しつ

つ、公的規格及び公的資格制度の有無、容器製造者及びその供給者の品質管理状況等

を勘案し、立会確認又は記録確認等の確認要領を策定する。 

 



 
 

(イ)－F－1 

(イ)－F 取扱い及び保守 

熊取燃料製造部長及び東海燃料製造部長は、核燃料輸送物に関する法令の技術上の基準、設

計承認申請書の設計仕様を維持するため、以下のとおり、安全解析書(ハ)章の記載に則した要

領を策定し、取扱い、保守を行う。 

 

F.1 取扱い 

核燃料輸送物の取扱い作業に関する手順を策定するとともに、関係する各部に周知徹底し、

輸送中の輸送物の安全性を確保する。 

・“梱包作業手順” 

・“受入作業手順” 

・“納入作業手順” 

 

F.2 発送前検査 

核燃料輸送物の発送前検査の要領を策定するとともに、関係する各部に周知徹底し、輸送

中の核燃料輸送物の安全性を確保する。 

(1) 発送前検査を実施するに当たり、“発送前検査標準”や検査記録様式として具体化する。 

(2) 発送前検査を実施した結果は、輸送容器の種類ごとに定めた検査記録様式に従い必

要な事項を記入して保管する。 

 

F.3 保管及び保守点検 

輸送容器の保管及び保守点検について、輸送容器の“管理要領”を策定、実施し、継続的に

輸送容器の性能維持を図る。 

 

F.4 定期自主検査 

輸送容器の定期自主検査の要領を策定するとともに、関係する組織に周知徹底し、性能維

持を確認する。 

(1) 承認容器は、安全解析書に記載の内容に則り必要な定期自主検査項目について 1 年

に 1 回以上（年間の使用回数が 10 回を超える場合には使用回数 10 回ごとに 1 回以

上）実施する。 

(2) 輸送容器の定期自主検査は、有効期限以内に確実に実施するように、輸送容器の運

用状況等を考慮して事前に実施予定を立案する。 

(3) 定期自主検査を実施するに当たり、“定期自主検査標準”や検査記録様式として具体化

する。 

(4) 定期自主検査を実施した結果は、輸送容器の種類ごとに定めた検査記録様式に従い

必要な事項を記入して保管する。 



 
 

(イ)－F－2 

 

F.5 取扱い及び保守の委託 

F.1 項～F.4 項の取扱い及び保守に関しては、核燃料輸送物の輸送運用上、ウラン再転換先

等に委託する場合がある。熊取燃料製造部長はそれら委託先に対して、取扱い及び保守に必

要な要求仕様を明確にするとともに、委託先で実施された取扱い及び保守に関する記録を確

認し、維持する。 



 
 

(イ)－G－1 

 

(イ)－G 測定、分析及び改善 

G.1 内部品質監査 

熊取品質保証部長は、品質マネジメントシステムが効果的に実施され、維持されているか

を明確にするため、定期的に内部品質監査を実施する。監査の計画及び実施について、手順

書で規定する。監査員は、自らの仕事は監査しない。被監査領域の責任者は、発見された不

適合及びその原因を除去するために遅滞なく処置する。 

 

G.2 不適合品の管理 

熊取燃料製造部長は、不適合品を識別し管理する。不適合品の処理に関する管理及びそれ

に関連する責任及び権限を手順書に規定する。 

 

G.3 是正処置及び予防処置 

(1) 是正処置 

当社は、再発防止のため、不適合の原因を除去する処置をとる。不適合の内容確認、原因

の特定、再発防止処置、処置の結果の記録等に関する要求事項を規定する手順書を定める。 

 

(2) 予防処置 

当社は、起こりうる不適合が発生することを防止するため、その原因を除去する処置を決

める。起こりうる不適合及びその原因の特定、発生防止処置、処置の結果の記録等に関する

要求事項を、手順書に定める。 

 

 




